
＜社会福祉学部社会福祉学科（社会福祉専攻）のディプロマポリシー＞ 

 社会福祉専攻では、建学の理念である「同朋和敬」の精神を理解し、社会貢献可能な人

間を育てることを目指しています。それらを実現するためにカリキュラム編成がなされ、

その中で体系的・総合的に学ぶことができるような教育を実践します。所定の単位を修得

し、かつ以下のような資質を備えた学生に対して卒業を認定し、学士（社会福祉学）の学

位を授与します。 

 

１．知識・理解 

 ①社会福祉専門職に求められる教養が身についている。 

 ②社会福祉専門職に必要な福祉実践基礎力を修得している。 

 

２．汎用的技能 

 ③社会福祉専門職に必要なコミュニケーション能力を備えていて、クライエントや 

  その家族のみならず、他職種や関係機関とも適切にかかわることができる。 

 ④社会生活を送るうえで何らかの生活課題に直面しているクライエントやその家族 

  と向き合い、様々な分野の人と協働・連携することによって課題解決を図ることの 

  できる福祉実践力を修得している。 

 

３．態度・志向性 

 ⑤社会福祉実践に対する責任感と情熱をもち、実践分野にかかわらず生涯学び続け、 

  成長しようという意欲を持っている。 

 ⑥「同朋和敬」の精神を理解し、他人の痛みがわかり、ともに生きがいのある社会を 

  目指していける豊かな人間性を体得している。 

 

４．総合的な学修経験と創造的思考力 

 ⑦社会福祉専門職としての教養と専門知識・技術を身につけていて、それらを生活上 

  の課題を抱えているクライエントへの支援に総合的・創造的に活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


